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呼吸器外科，乳腺・内分泌外科

教　授：森川　利昭　　呼吸器外科
教　授：内田　　賢　　乳腺・内分泌外科
准教授：秋葉　直志　　呼吸器外科
准教授：武山　　浩　　乳腺・内分泌外科
准教授：福島　久喜　　乳腺・内分泌外科
講　師：黒田　　徹　　乳腺・内分泌外科
講　師：鳥海弥寿雄　　乳腺・内分泌外科
講　師：木下　智樹　　乳腺・内分泌外科
講　師：佐藤　修二　　呼吸器外科
講　師：尾高　　真　　呼吸器外科

教育・研究概要
Ⅰ．呼吸器外科

従来に引き続き，胸腔鏡手術を中心とした呼吸器
外科手術の研究を進めている。より安全な胸腔鏡手
術の開発と適応拡大の基本方針に基づき，病態に合
わせた適切な手術と手術器械の改良を通した手術法
の改良がその中心である。

さらに血液中腫瘍細胞（CTC : Circulating Tu-
mor Cells）を直接検出する研究を開始した。
１．胸腔鏡手術による呼吸器外科手術の適応拡大
胸腔鏡手術は侵襲が小さいことから，従来の開胸

手術と比較して術後の QOL が良好であるうえ，従
来の手術適応の拡大が期待できる。我々はより低肺
機能などリスクの高い疾患や病態に対して最も手術
侵襲の少ない完全胸腔鏡手術の適応拡大を図ってい
る。
２． 肺癌に対する病態の把握と適切な外科手術法

の選択
肺癌のうち腺癌は病態が多様であり，適切な手術

法に検討が必要である。我々はこれらの基礎的検討
に基づき，胸腔鏡手術を応用することにより，適切
な手術法の確立と成績改善を目指した臨床研究を進
めている。
３．縦隔疾患に対する手術法の改良
縦隔は胸腔鏡手術の良い適応と考えられるが，未

だ知見の集積が不十分である。我々は胸腔鏡手術を
改良し，胸腺腫を中心とした疾患に対して本手術を
応用する臨床研究を開始し症例を重ねている。
４．新しい技術の臨床応用
胸腔内の立体的な解剖を直感的に捉えることがで

きる 3D-CT を胸腔鏡手術に応用することにより，
俯瞰が比較的困難な胸腔鏡手術において全体の解剖
を予測することができ，手術の安全に寄与するほか，

個別の解剖の変異に対応することができる。
胸腔鏡手術の最適化を目指して，胸腔鏡手術に特

化した鉗子類の開発・改良を行っている。
さらに教育・研究の面からインターネットを通し

た動画閲覧システムの開発を進めている。
５．血液中腫瘍細胞（CTC : Circulating Tumor 

Cells）を検出する研究は CellSearch System（Veri-
dex 社）を用いて血液中から腫瘍細胞を直接検出す
る方法である。従来進行癌での抗癌剤の効果判定な
どに応用されてきたが，外科症例についてより効率
よく腫瘍細胞を採取し，血液中の腫瘍細胞の遺伝子
の検討を通して，血行性転移の本態に迫り，その制
御を目指している。

Ⅱ．乳腺・内分泌外科
１． トリプルネガティブ（TN）乳癌における治

療戦略
トリプルネガティブ乳癌は悪性度の高い乳癌であ

り，化学療法に抵抗性の難治乳癌である。術前化学
療法施行した症例を対象に，TN 乳癌の最適な治療
方法に関して臨床研究を行っている。
２． 新しい超音波造影剤（ソナゾイド）を用いた

乳腺腫瘤の診断能の研究
本研究は，放射線科との共同研究である。超音波

造影剤ソナゾイドを用いて，乳腺腫瘤の良性，悪性
の診断，乳癌の進展範囲の診断能について研究を
行っている。
３． CTC を用いた乳癌患者の骨髄中の微小転移

の研究
これまでの研究で骨髄中の微小転移が乳癌の予後

因子になることを明らかにした，今後は化学，内分
泌療法の治療予測マーカーとしての意義について研
究を継続する。
４． 非浸潤性乳管癌（DCIS）の悪性度に関する

研究
検診の普及により DCIS 乳癌が増加しつつある。

微小浸潤 DCIS を用いた ER，PgR，HER2，HER1，
その他の免疫染色から，DCIS が浸潤癌に進展する
因子の解析を研究する。

　「点検・評価」
１．呼吸器外科
胸腔鏡手術を中心とした手術方針が確立し，手術

症例数も増加している。手術の内容は教育・研究施
設にふさわしく多岐な疾患に及び，適応は標準的な
手術から他の施設では手術を行えない高リスク症例
にまで広がっている。
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これらにより，全呼吸器外科手術の 90％以上が
胸腔鏡手術により安全かつ低侵襲に行われるように
なっており，これは世界的にも類を見ないものであ
る。血液中腫瘍細胞の研究は始まったばかりであり，
今後の展開が期待される。

数々の臨床研究を施行または準備中であり，胸腔
鏡手術を応用し，適応拡大による新しい呼吸器外科
学大系の構築を目指している。
２．乳腺・内分泌外科
１）術前化学療法を施行した症例にも，これまで

の症例と同様にセンチネルリンパ節の感度，特異度
が確認でき，臨床応用を行っている。
２）CTC を用いた乳癌患者の骨髄中の微小転移

の有用性について，学会等で発表を行っている。
３）アナストロゾール使用患者の疼痛の頻度は高

いが，骨量，骨折の発生頻度は低い。また骨代謝マー
カーは有用である。
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Ⅲ．学会発表
  1）松平秀樹，平松美也子，平野　純，尾高　真，中西

浩三，森川利昭，大木隆生．術後合併症ゼロへの挑戦　
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特に肺気腫合併症例について．第 109 回日本外科学会
定期学術集会．福岡，４月．

  2）川瀬和美，萱間真美．日本外科学会女性外科医支援
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ネルリンパ節生検を使用した甲状腺濾胞性腫瘍の良，
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リンパ節術中微小転移陽性症例に追加郭清は必要であ
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田村洋平，内田　賢，森川利昭．乳癌術後経過観察中，
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12）田部井功，井廻良美，神尾麻衣子，野木裕子，川瀬
かずみ，鳥海弥寿雄，木下智樹，福島久喜，内田　賢．
乳房温存療法後に発症した BOOP 症例．第 17 回日本
乳癌学会学術総会．東京，７月．

13）三本　麗，井廻良美，神尾麻紀子，野木裕子，川瀬
和美，鳥海弥寿雄，福島久喜，内田　賢．センチネル
リンパ節生検を行った副乳癌の一例．第 17 回日本乳
癌学会学術総会．東京，７月．

14）神尾麻紀子，野木裕子，川瀬和美，鳥海弥寿雄，福
島久喜，小林　直，鈴木正章，内田　賢．TN 乳癌の
subtype の解析．第 17 回日本乳癌学会学術総会．東京，
７月．

15）川瀬和美，野木裕子，田部井功，鳥海弥寿雄，福島
久喜，神尾麻紀子，井廻良美，内田　賢．TOPO2
α 蛋白発現はトリプルネガティブ乳癌の化学療法効果
予測因子となる．第 17 回日本乳癌学会学術総会．東京，
７月．

16）川村雅彦，古西英央，中村能人，中野聡子，黒田　徹，
吉田和彦，内田　賢．遺伝性乳癌に関する意識調査．
第 17 回日本乳癌学会学術総会．東京，７月．

17）京田茂也，武山　浩，寺谷亜紀子，内田　賢，森川
利昭．乳腺間質肉腫の１例．第 17 回日本乳癌学会学
術 総 会． 東 京，７月．［ 日 乳 癌 会 プ ロ グ ラ ム 抄
集  2009；17 回：614］

18）Takeyama H, Tabei I, Uchida K, Morikawa T. Use 
of sentinel node biopsy  for differentiating malignant 
follicular  type tumors of  thyroid gland  from benign 
follicular  type tumors and defining optimal surgery. 
95th American College of Surgeons Annual Clinical 
Congress. Chicago, Oct.

19）松井　洋，氏田万寿夫，狩野麻実，清水哲也，福田
国彦，平松美也子，平野　純，森川利昭，原田　徹．
関節リウマチに対する TNF 阻害剤の使用中に M．
avium による難治性の気胸と胸膜炎を発症した１例．
第 45 回日本医学放射線学会秋季臨床大会．和歌山，
10 月．［日医放線会秋季臨床抄集  2009：45 回；S550］

20）秋葉直志，丸島秀樹，小林　進，森川利昭，大木隆
生．外科におけるバーチャル画像の有用性と限界：
Tailor-made virtual lungの有用性－3D-MDCT（three-
dimensional multi-detector computed  tomography）
を用いて－．第 71 回日本臨床外科学会総会．京都，
11 月．

21）森　彰平，秋葉直志，丸島秀樹，小林　進，森川利
昭．原発不明 clear cell adenocarcinoma の肋骨転移に
対する１手術例．第 50 回日本肺癌学会総会．東京，
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11 月．［肺癌  2010；50(1)：85］
22）秋葉直志．（座長）一般演題（ポスター）51　転移

性肺腫瘍 2．第 50 回日本肺癌学会総会．東京，11 月．
23）松平秀樹，竹内惠理保，井上雄太，桑野秀規，中島

由槻．結核性慢性膿胸を有する高齢者に対し右肺全摘
術を施行した原発性肺癌と膿胸関連悪性リンパ腫合併
の一切除例．第 156 回肺癌学会関東部会．東京，12 月．

24）Nakano S, Sakamoto H, Ohtsuka M, Mibu A, Kari-
komi M, Sakata H, Yamamoto M. Successful use of 
MDCT on detecting contralateral breast cancer. 32nd 
Annual San Antonio Breast Cacer Symposium. San 
Antonio, Dec.

25）井廻良美，神尾麻紀子，野木裕子，川瀬和美，鳥海
弥寿雄，福島久喜，内田　賢，森川利昭，大木隆生．
G-CSF 産生腫瘍が疑われた乳癌．第 71 回日本臨床外
科学会総会．京都，11 月．

26）神尾麻紀子，加藤久美子，野木裕子，川瀬和美，鳥
海弥寿雄，福島久喜，内田　賢．化学療法が著効した
乳腺原発 metaplastic carcinoma の一例．第 71 回日本
臨床外科学会総会．京都，11 月．

27）加藤久美子，中田典生，神尾麻紀子，野木裕子，川
瀬和美，鳥海弥寿雄，福島久喜，内田　賢，大木隆生．
ソナゾイドによる乳腺造影超音波検査の有用性．第
71 回日本臨床外科学会総会．京都，11 月．［日臨外会
誌  2009；70（増刊）：566］

小児外科，血管外科

教　授：大木　隆生　　血管外科
講　師：石田　　厚　　血管外科
講　師：金岡　祐司　　血管外科
講　師：戸谷　直樹　　血管外科
講　師：吉澤　穣治　　小児外科

教育・研究概要
Ⅰ．小児外科
１．教育
学生・研修医・レジデントに対する小児外科教育

には，症例の集積が不可欠である。当院における手
術症例数は毎年増加傾向にあり，2009 年度は 418
例であり，全国の大学付属病院中の小児外科手術数
としては上位の数となった。低侵襲手術を目指して，
鏡視下手術の対象が増加した。小児外科手術件数が
最も多かった疾患は，鼠径ヘルニアであり 101 例の
手術を施行した。その内 85 例には腹腔鏡による修
復術を施行した。次いで症例数が多かったのは漏斗
胸であり，胸腔鏡を用いて 43 例のペクタスバー挿
入手術を行った。消化器・呼吸器疾患の他，小児泌
尿器疾患も行い，小児外科でおこなう多種類の術式
のほとんどのものを施行した。
２．研究
１） 乳幼児の便秘症患児の直腸内圧検査・直腸肛

門反射に関する研究
２） 埋没陰茎に対するテストステロン投与と陰茎

形成術との併用療法に関する研究
３） 膀胱尿管逆流症に対する膀胱鏡下 Deflux 注

入療法の適応拡大に関する研究
４） 中心静脈カテーテルに関する研究：小児の輸

液路を長期・中長期に確保する最良の方法や，
カテーテルの選択法についての研究

５） 膀胱鏡下 Deflux 注入療法：膀胱尿管逆流症
に対する低侵襲手術療法として，その適応と
教育に関する研究

６） 漏斗胸に対する Nuss 手術：複数本のペクタ
スバー挿入法の適応と臨床効果に関する研究

７） 悪性腫瘍に対する分子標的療法：血管新生に
関与する抑制因子を発現する遺伝子を多種類
導入することによって，腫瘍の増殖・転移抑
制効果に関する研究

８） 血液浄化による敗血症治療：ラット敗血症モ
デルを用いて，血液浄化のタイミングと炎症
性サイトカイン発現量に関する研究
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